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束北南部における古墳出現期の土器編年
ー そ の 1  会津盆地一
辻 秀 人
l. は じ め に
近年の調査の展開および研究の進展により, 東北地方南部における古
墳時代の始まりの様相が次第に明らかになり っつある。特に, 会津盆地
においては古い段階の前方後円墳の発見,北陸系土器群を伴う周溝墓,集
落の検出など, これまでの東北の枠組みでは理解できない状況が知られ
る に い た り ,  東北南部の古墳時代研究は新たな局面を迎えている。
一方, 東北地方においてこれまで古墳出現期に関わる土器は氏家和典
氏の設定した塩釜式(氏家1957)と理解されてきた。その後, 塩釜式の
内容は宮城県文化財保護課による一連の大規模な調査の成果によ り補強
され, さらに細分が示されるなど, その実態が明らかにされて, 現在に
至 つ て い る。
氏家氏の示した塩釜式の標式資料は福島県域, 宮城県域にわたってい
るが, その後の研究はほぽ宮城県域の資料を対象としたものであり, 現
在のところ塩釜式は宮城県域の土器型式として認識される傾向にある。
また, その対象時期もぉぉよそ畿内の布留式古段階から中段階に併行す
る と 考 え ら れ る。
ところが,古墳出現期における新たな様相は,会津盆地,米沢盆地な
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どを中心に東北南部全域に及ぶ可能性が高く, また, 塩釜式を通る時期
を含むものである。 従つて, このような状況を理解するためには塩釜式
の範略より古い時期から, 東北南部全域を包括する土器編年が求められ
ている。筆者は最近そのような認識からの土器編年案を提示(辻l993)し
たが, シ ン ポ ジ ウ ム資料という制約のため, 必要な説明ができず, 不十
分なものとなってしまった。 そこで, 本稿においては重複する部分も含
めて,再度編年案の提示とその説明を行うこととした。 ただ,編年案の
全体を一度に説明することは紙幅の都合もあった困難であるため, 本稿
では東北南部の中で古い段階の様相が判明 しっつある会津盆地の古い段
階の土器編年について記述し, 他の地域の様相にっいては機会を改めて
述ぺることとしたい。
2. 土器編年
(1 )  土器編年の範囲
編年全体の対象とする地域は太平洋側の宮城県北部, 日本海側の置賜
盆地以南である。地形的な区分は太平洋側の福島県浜通り, 阿武股川上
流域(福島県中通り),阿武限川下流域(宮城県角田,丸森),宮城県名
取,仙台平野,大崎平野であり,日本海側では福島県会津盆地, 山形県
置賜盆地である。 古墳時代前期の遺構, 遺物はこの範囲を越える地域に
も若干知られている。 しかし,これらは継続的なものではなく,当面す
る古1費出現期の動向を規定するものとは考えにくいからである。ただし,
本稿では会津盆地の古い段階に限つて説明をくわえる。
(2) 編年の方法
すでに述ぺたように, これまで東北地方の古墳出現期の土器は塩益式
と考えられてきた。 塩釜式の内容については氏家氏の設定以後, 調査成
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果及び研究成呆が蓄積されてきている。中でも丹羽茂氏による細分案(丹
羽l985)は宮城県文化財保護課による豊富な資料を背景に一括資料の検
討を踏まえて3段階4時期に区分したもので, 塩釜式内都での変遷を良
く示している。また,最近公表された次山淳氏による6期の区分は高杯,
小型丸底;ll1, 要の器種レベルよりも小さなまとまり(註1)を対象とした
形態分類をぉこない,その変選を軸とした編年体系を示した。 また, 田
中敏氏により,福島県内の資料を対象とした細分案(田中l987)も提示
されている。
今回の編年では, これまでの各氏の成果に学びっつ,可能な範囲での
器形ごとの型式学的な変遷を追求することによって作成した編年案を提
示したい。 この編年案の時間的な範囲を東北の土器群と関連の深い編年
と対比すれば, 北陸漆編年(田l島明人1986)の5群併行期からl1群併行
期まで, 東海理間編年 (赤塚次郎l990) のII式併行期からm式及びその
後続期まで(註2)とする。 また, 対象とする地域は先に述ぺた東北南部
全域である。 この広大な地域内での土器群には地域による違いがあるこ
とは確かである。先に見た地形区分ごとの地域差についても検討をくわ
えているが,今回の編年では会津, 置賜盆地での土器群の特質について
述ぺるにとどめたい。
(3)  土器群の大別と時期区分
東北南部の当該期の土器変選をĨm期に大別する。 それぞれの時期
の他地域の編年との対比は後述するが, I期には畿内の庄内式の新しい
段階, 北陸添編年の5,6群, 東海理間編年のII式に併行する土器群をあ
て た。 II,III期は従来の塩釜式の時期に相当する。
I期の資料は今のところ会津盆地,置陽盆地,福島県浜通り地方などで
知られており,仙台平野周辺では確実な一括資料は確認されていない。こ
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の時期の資料は、 北陸や東海など他地域との関係が比較的明瞭な点に特
徴がある。会津盆地, 置賜盆地では一部に東海,畿内の影響が認められ
るものの, 全体には北陸地方の影響下にあり, 中でも能登などの北陸北
東部の強い影響が認められる。 これに対して福島県浜通り南部では東海
の影響が知られている。浜通り北部では, 北陸色の強い通跡と, 東海色
の強い通跡が併存しており, それぞれの特徴が面的な広がりをみせるの
ではなく , 地点ごとに違う様相を見て取ることができる。 II, m期の資料
は東北南部いったいに広がりをみせる。 従来塩釜式の範時で理解されて
いた土器群に相当する。この時期にはII期の会津盆地の資料を除いて,前
代の東海, 北陸色が急速に失われる。 いく っかの器形について系統的な
変通を認めることができ, 東北内都での特徴が明確になる点に特徴があ
る。 この時期の土器群は巨視的にみると ,小型の器種では多様は小型算
(註3)が小型器台と緩やかな対応関係をもっ段階から小型底算(註4)と
小型丸器台とが明確なセット を構成する段階への移行が認められる。算
と器台との関係に対応して土器組成全体にも変化が認められる。 II期は
前者に, m期は後者に相当する。
I期は2段階, II期は2段階, m期は 4段階に細分される。細分の基準
は器種あるいは器形の消長, 変化などである。 ただし, 第1,2表に示す
ごとく,十分な資料がないため,細分を保留した地域がある。
(4 )  土器の変遷
以下主要な器種あるいは器形の変通をもとに土器群の変通の概要を述
べたい。本稿では I期からII-1期まで強い北陸色を保つ, 会津盆地, 置
賜盆地を代表して会津盆地の様相を説明する。
① 会津盆地における土器群の変通(I期̃ I I -1期)
最初に主要な器種, 器形の分類を示し, 次に各時期の概要を述ぺたい。
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(a) 器種, 器形分類
器 台 ( 第 l 図 )
器台A
八の字形に広がる脚部をもち, 受部とその上にのるtt:形土器がいった
いとして作られた結合器台である。 第1図1の資料では受部先端に垂下
する部分が欠落している。 受部の透孔は 4方向である。
器台 B
脚部が八の字状に開き, 受部は浅く, 底部が水平で, ロ縁が外反しな
がらのび, 口縁部にいたるものである。貫通孔のある第1図の例(B1)で
は, ロ縁部外側に面を作り, 端部をやや上につまみ上げている。 脚部に
は 4方向の円孔が穿たれている。受部内面及び外面は朱彩で, 丁寧にへ
ラ ミ ガ キ さ れ て い る。貢通孔のない B2も存在する。 I-1期に多い。
器台 C
受部が深く, 受部の底都が水平で, 屈曲して ロ縁部が立ち上がり, 外
傾して外上方に中程までのび, さらに屈曲して外領または外反して口緑
部にいたる。 ロ縁部外側には面をっく り ,  ロ縁端部は軽く っまみ上げら
れる。受部の下半に 3ないし4方向の円孔が穿たれる。内外面ともにハ
A
第 l 図  器台分類図(l/6)
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ケ メ ののちミ ガキないし ナデで調整される。 貫通孔のある C1 と貫通孔
のない C2がある。
器台 D
小型器台である。 内彎する小さな受部をもち, 外反あるいは直線的に
外下方にのびる脚部をもっ。 透孔は4方向を原則とする。
高 杯 ( 第 2 図 )
高杯A
八の字状に開く脚部と, 内彎して外上方に開く大型の杯部をもっ高杯
である。 杯部の底が平坦で, 口縁部と底都の境が稜をなして屈曲する点
に特徴がある。なぉ, 実測図が未公表であるため図示できなかったが,会
津坂下町稲荷塚遺跡からは同様の杯部をもち, 脚下部が内彎する資料が
出土している(吉田博行, 古川利意l991)。高杯A はいずれ両者に細分
さ れ よ う。
高杯B
外反して大き く開く脚部と小型の杯都で
構成されるいわゆる小型高杯である。 杯部
の底部と体部との境が稜をなすもの (B1)
と な さ な い も の ( B 2 ) が あ る。
壺 ( 第 3 図 )
重A
口頸部が内彎してのびる小型の重であ
る。 ロ頸部が比較的短く, 外方に開く傾向
のあるもの(A1 )と比較的長く,直立に近
いもの(A2 )がある。 体部の形が判明して
いるものは少ないが, 第3図では体部最大
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第 2 図  高杯分類図(l/6)
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径が中程で,球形に近い形である。
室B
ロ頸部が直線的に外上方に開き, 球形に近い形態の体部をもっ重形土
器である。第3 図の例では頸部と体部の境界に刻みのある突帯がめぐる。
体部の最大径は中程より下にあ り, 底部はくぼみ底である。
重C
二重ロ縁をもっ重である。 大型と中型がある。 頸部と体部の境界に刻
みのある突帯を巡らすもの, 頸部外面に棒状浮文のあるものが古い段階
に見られる。 第6図5,6 は焼成前の底部穿孔である。
重D
Cと同様に二重ロ縁の重であるが, 体部に刻みのある突帯を縦横に配
して装飾するものである。
重E '
口頸部が長く , ラッパ状に開く重である。焼成前の底部穿孔であり,第
6図6 に示した重Cとほぼ同じ形の体部をもっ。外面が朱彩されており,
全体に丁寧なへ ラ ミ ガキが施されている。
1量F
ロ頸部が比較的長く,単調に外反するものである。体部は球形に近く,
最大径が中程にある。 図示した例では外面をへラミガキで調整している
が, ハ ケ メ とナデによる外面調整の例もある。
重G
台付の小型の重である。 北陸で一般に台付装飾童と呼ばれるものであ
るo 図示した例では体部は下膨らみで, 下半にある最大径よりやや上に
隆帯がめぐる。脚部は小さく, 外反してひらく 。 ロ縁部の形態は不明で
あるo
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第 3 図  班分類図(l/6)
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認 (第4,5図)
認 A
上方にのびる短い有段口縁をもっ理である。 ロ縁外面は無文で, 頸部
は短く外反する。体部は倒卵形で, 最大径は中程よりも上にある。体部
の上端に板状の工具による刺突がある。 底部は比較的小さく, 平底であ
る。体部は内外面ともにハケメ で調整されている。
変 B
北陸地方に通有の有段口縁認である。 ロ 縁部外面に擬凹線のあるB1
と擬凹線のないB2がある。 体部は倒卵形で, 体下部が急速にしほ'られ,
底部にいたる。 底部は小さく, くぽみ底である。
輕C
「く」の字ロ縁の認である。 口縁部が外反し, ロ縁端部に面を持つ点に
特色がある。 体部は B2と同様のものと全体に丸みをもっ長胴のものと
がある。
輕 D
「く」の字口縁の理で, 口縁部が短く外反し, 端部を丸くぉさめる点に
特徴がある。
理E
「く」の字ロ縁の中型の認である。 口縁部は短く外傾, 口縁端部は丸く
お さ め る。 体部は丸みをもっ。
認F
「く」の字ロ縁の中型の發である。 口縁部は単調に外反し, 口緑端部は
丸 く ぉ さ め る。 口縁端部に刻みがある資料も知られている。
整G
ロ縁部が外傾または内彎する 「 く 」  の字口縁の小型の認である。 体部
-113-
東北南部における古環出現期の土器温年
・
一
二
一
一一一
・
．
・
．二
．
．
一一
．
一一一
・
・一． ・一 :一一 l・ ::
l
I
!
'
-
一・-・
， 一．-．
'
、
．，e
、
．・
一． ・一． ''
．
・
．
-
-
．
・一「' -:'l .、
c
- l14-
Bl
D
第 4 図  要 分 類 図 ( l ) ( l / 6 )
F
F
東北南部における古;城出現期の土器編年
L'
L,
第 5 図  理 分 類 図 ( 2 ) ( l / 6 )
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の形態が算形に近い G1 と, 体部が丸みをもっG2がある。
要,H
ロ縁都がほほ'直立し,球形に近い丸みを持つ体部を有する中型 l里であ
る。ロ縁端部は小さく外反する。体部の最大径は中程よりやや上にある。
郵 I
口縁部が外反または屈曲して外價し, 口縁端部に面を形成する認で体
部上半に板状工具の刺突があるもの。 ロ縁上端部をっまみ上げるものが
多い。 体部は丸みをもっが,目のはらない形態が多い。
認 J
口縁部が短く外反し, ロ縁端部に面を形成する要である。 ロ縁端部上
端は上につまみ上げる。 体部は肩のはらないものが多い。 体部外面はハ
ケ メ で調整される。
理K
外反する ロ縁部で ロ縁端部に面をっく り , 倒卵形の体部をもっ要,であ
る。 体部最大径は上半にある。 底都は平底で比較的小さい。 体部外面は
ハ ケ メ で調整される。
認L
ロ縁部が体部から屈曲して外價または外反し, ロ縁端部に面をもっも
のである。 ロ縁端部の下端をっまみだすもの (L1) と上端をっまみだす
も の ( L 2 ) が あ る。 体部に丸みをもたない。
認 M
口縁部が比較的長く外反してのびて, 口縁端部に面をもち, 上端をっ
まみ上げるものである。全体の姿は不明であるが, ロ径が大きく, 大型
の認である。
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認 N
体部と頸部の境界が明陳でなく, 頸部はゆるやかにたちあがって外反
して上にのび, ロ縁端都に幅のせまい面をもっ。 体部はやや肩がはる倒
卵形で, 最大径は体部上半にある。底都は小さな平底である。頸部のく
びれがゆるやかな点に形の特色がある。
整 0
S字口縁の台付認である。体部下半と台部は欠損している。体部上半は
丸みをもっ。 口縁部は直立しており, 東海地方のB類(赤塚 1990)に
近いが, 体部のハ ケ メ の手順等には明確な違いがある。
認P
「く」の字ロ縁の台付認である。ロ縁部は外傾し, 端部は丸くぉさまる。
脚部は 「ハ」の字状にひろがり,下端部には面がっく ら れ る。 体 部 , 脚
都外面はハケメ で調整される。
認Q
「く」の字ロ縁の整で, 底部がやや突出する点に特徴がある。 口縁部は
外反し, ロ縁端部は上につまみだされる。体部は比較的長く, 最大径は
中程にある。 底部は平底である。
認 R
北関東沿岸部から東北南部に分布する十王台式の系譜に連なる認ない
し広ロ重の頸部である。 外面には然系文が施文されている。
( b )  主要器種の変遷
以下, 主要な器種, 器形の系譜,変遷を検討したい。
器台 .
器台 A は器台に算形土器をのせた形を一体で表現したもので,結合器
台あるいは装飾器台とょばれるものである。 主として東日本に類例が知
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られているが,特に月影式に類例が多いことが指摘されている C栃木英
道1983)。 会津盆地では I-2期まで存続している。
器台B は受部に外反する口縁部と平坦な底部をも っやや特異な形態
の器台である。 法量, 形態の一致から貫通孔のないもの(B2) も器台に
含めた。器台Bの出自はあきらかではないが,坂井, 川村両氏が指摘す
る よ う に ( 坂 井・川村l993), 類似の資料が能登に近い宿東山遺跡の月影
式併行期の資料中(北野博司他1987)に知られており, これらの系譜に
つながる可能性がある。 I-l期に特徴的な器台である。
器台 C は, Aの器台外縁部の省略された形と見られる。類例は石川県
金沢市古府クルビ遺跡(谷内尾晋司l983), 鹿島町水白モンショ遺跡(山
本直人他1989)など加資, 能登両地域で知られている。 II -2期にあるが,
その以前にもある可能性が強い。
器台 D はいわゆる小型器台である。貫通孔の形態, 透孔の有無等, 各
要素に違いが認められるが, 細分は今後の検討課題である。 定型化した
小型器台は I-2期に確認されている。 II期以降に存続するものであるが,
現状では II -1期の資料がない。 I-2期の資料は器高に占める受部高の比
率が低く, 古い段階の小型器台の特徴を備えている。 ・
高杯
高杯Aは杯底都が平坦で, 屈曲して内彎しながらのびる口緑部を特徴
とする高杯である。 一般に東海系の高杯といわれる。 類例は東日本各地
に知られている。 各地で在地の器種構成の中にあって高杯だけがこの東
海系に置き変わる傾向がみられる。 出土資料は杯部はとにかく, 脚部の
形態は東海の資料とは若干のへだたりがあり,  直接東海の影響を考える
ことにはやや無理がある。高杯A は I期を通じて存在し, II期にも残る
可能性がある。
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高杯B は杯部が小型で, 福部の開く脚をもっいわゆる小型高杯であ
る。 この種の高杯に類似する例は畿内や東海に散見するが, その系譜を
現状で特定することは困難である。 I-2期からII -l期に存在する。
室1
重 A は内彎してのびる ロ縁部に特徴のある。 小型の重である。 口縁部
がさほどのびないAlとやや長いA2があるが, 特に後者は東海地方で
特徴的なヒサゴ重あるいはその仲間に類似する。 しかし口縁端部の調整
など細かい点で違いが多く, 直接の系譜関係を想定するのはやや困難と
思われる。外面をへ ラミガキで丁寧に調整する精製品である。 I-l 期 に あ
り,  I-2期までは確実に存続する。
重 B は Aと同様の精製の重であるが,その系譜,存続期間ともに明確
ではない。現在のところ I-1期にのみ知られている。
童C は二重ロ縁の重で, 大型と中型が出土している。 I-2期から II -l
期にかけての資料が出土している。 第6図に示したような変化を想定し
ている。 I-2期の段階では頸部に巡る刻みの入つた隆帯や, ロ縁部外面に
貼付される棒状浮文などの特徴が見られる。 また, 体部は倒卵形に近く
最大径は中程よりやや上にある。 II -1期には ロ縁部の外反が強くなる。
体部は前代に比ぺてやや偏平になり, 最大径が高さを上まわるようにな
る。 この段階では基に供献されるものは焼成前に穿孔される。 各期を通
じては外面はへラ ミ ガキで丁寧に調整されている。
重Cの系譜は明らかではない。第 6 図 l , 2 に示した ロ縁部と体部の境
に隆帯をもっ二重ロ縁の大型動i北陸南西部には類例 (田嶋 1986) が
知られている。
童D は装飾的な要素の強い特殊なものである。重E は班Cの一部(第
6図6)と同じ体部をもっもので,重Cの変化形である。重 F は外反する
-1的 一
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I-2期
5 II-l 期
1.明ln3号日ia基 2.中西2号住居ll・ 3.明l l2号因ia基
4.5.富東1号日構基6. 男m号国構基
第 6 図  重C変通図
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口縁部に特徴がある。 現在のところ出自, 系譜ともに不明である。
童G は月影式およびその以前から北陸地方に特徴的な分布する台付
装飾重である。他の通物との共伴関係から II -l期にまで残るが, 本来は
月影式に併行する時期の所産と考えられる。
整
理Aは直立する短い有段 ロ縁をもっことと,肩部に板状工具の末端に
よる刺突文をもっことに特徴がある。 認の肩部にヘラ状工具等で刺突を
する例は北陸の法仏式, 月影式, 月影式に併行する北陸北東部の土器群
に広く見られる。北陸南西部ではこのような刺突文は比較的早い段階で
失われていくょ うである。しかし,北陸北東部では石川県竹生野遺跡(越
坂一也他1988), 押水過跡(松山和彦・北野博司l991)大型土坑や, 同
県徳前 C 遺跡包合層 (湯尻修平・米沢義光l986) などからの出土例があ
り,月影式併行期あるいは外来系の土器群の出現期まで降る傾向がある。
ロ縁部等の形態も含めて整A に最も近い例としては押水遺跡第32号土
坑出土例,徳前 C遺跡包合層出土例があるこれらの状況からみて認Aの
系譜は北陸北東部に求められそうである。認Aの出土は I-l期に限られ
ているo
認 B は有段ロ緑の理で, ロ縁部外面に擬凹線のあるB1は比較的少な
く ,擬凹線のない B2 は一般的で, ロ縁部が外傾する傾向がある。北陸の
月影式に通有の理である。 I-1期から I-2期にかけて出土している。
整C,D,E,F,H は ロ縁部が外反または外價する理である。 ロ縁端部に
やや不明瞭な面を構成するものもある。 これらの系譜, 存続期間, 変化
などは今後の間題である。
整G は小型の型で, 類似の資料は石川県徳前C遺跡第二次74̃76 ラ
イン構状過構(湯尻・米沢 1986)等に散見する。
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班I,,J,K,L,M,N はロ縁端部に面を構成する点に特徴があり, 能登形
要, (田0島 1986)の範時に属するものである。中でも J,K は比較的多く
出土する。 これらの変遷の概略については第7図に示した。
要 I は肩部にヘラ状工具での刺突文が特徴で,認A について述ぺたよ
うに北陸北東部に残る要素を受け継いだものである。 ただし, 現状では
整Iと口緑部, 体部の形態まで完全に一致する例を知らず,輕Iの出自は
今後の検討課題である。
理 J,K は北陸北東部に一般的に見られる能登形整である。襲 Jの古い
段階のものは肩のはりが弱いが, I-2期には第7図5のように明確に肩
がはるものが現れる。 現状では I I-1期にくだるものは確認できていな
い。整K は外反するやや長い ロ緑部と倒卵形の肩のはる体部を特徴とす
るもので,I-2期からII -1期に存在する。 I-2期のものは石川県徳前 C通
跡第二次74̃76 ライン構状遺構などで大勢を占めるものと頸部のしま
り , 全 体 の ブ ロ ポ ー シ ョ ン等の特徴が良く 一致している。認KのII -1 期
に降るものの体部はやや球,ll同化する。認 J,Kの変化の方向は小田木氏の
指摘する北陸北東部における「く J字ロ縁認のそれと良く 一致している。
変 N は頸部のしまりがゆるい点に特徴がある。全 体 の ブ ロ ポ ー シ ョ ン
も含めて, 新潟県緒立遺跡2号住居跡出土資料(金子拓男他 l 983 )に
類例がある。 緒立遺跡2号住居跡出土資料は坂井秀弥, 川村浩司両氏が
越後の編年でIl -3期の標準資料としており, (坂井・川村l993 )認Nも
同時期と考えられる。
認 0 は東海系S字口縁の台付認である。ロ縁部は直立し, やや古い要
素を残すが, 体部のハ ケ メ などに,東海のS字認にみられる規則性を見
て取ることができない。 東海からの直接の影響とは考えにくい。
台付整P および認Qの系譜, 変遷等は今後の課題である。
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lii
l . 中西2 ・t1.t!1lt
2. 中西5号 -l:」,1t
3. 中西4号ai l‘:出;
4. 中西2引ii属・路
5. 中西7号能1出lll
6.7. 文動 t9iiu的;
8.9.中西5 ・号 fiil‘';- 的;・
第 7 図  能登形認分類図(l/6)
N
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変 R  は中西通跡5号住居跡から出土したものである。 体部外面に撚系
文がある認である。 形態及び撚系文からみて十王台系と見られる。 在地
弥生土器の最後の段階の可能性がある。 今後共伴関係も含めて検討が必
要 と な ろ う。
(c) 会津盆地における各期の変遷(第8,9図)
I-1 期
I-l期として掲げた資料はいずれも土坑出土であり, 必ずしも土器群
の全体像は明らかではない。 今後の堅穴住居跡出土資料による補充が必
要である。現状では器台B, 高杯A, 重A,B, 配A,B2,C,E,I,,J,L1,R
が確認されている。 今後ltll・,中型,大型壷等の発見が予想される。すで
に述べたように器台 Bの類例は北陸北東部の月影式併行期に求められ
る。また,肩部にヘラ状工具の刺突文を残す型Iの存在や有段ロ縁郵, 能
登形理などの形態には比較的古い様相が残されている。 一方, 東海の系
譜をひく高杯Aが存在し,北陸においても外来系が出現しはじめる段階
と同じ状況を示す。 大勢としては北陸北東部における月影式併行期の要
素を引き継ぐ土器群に, 次代につながる新たな要素が見え始めた段階と
いえょ う。 一方, この時期の土器群には前代の在地の様相は余り認めら
れず, わずかに認Rが存在するにすぎない。前代の在地の土器様相につ
いては不明な点が多いが, 少 な く と も I-1期と前代とでは大きな隔たり
がある。 この点で I-l期の始まりは土器変遷の上で最も大きな画期の一
つ と い え よ う。 I-l期は北陸北東都の坂井, 川村編年のII-l 期 ( 坂 井・川
村l993), 小田木治太郎氏による編年の様相2(小田木l983)にあたる。
土器群の様相に違いがあるため直接の比較は難しいがあえて北陸南西部
の接編年(田ll島1986)に照らせば5群に相当しよう。
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I-2期 ・
器台A,C1,C2,D, 高杯A,B1重Al,A2,C,F, 要Bl,B2,D,Gl,G2,
H,,J,K,L2,M,P および蓋, 小型外,有孔体等で構成される。 I-1期の器
種器形から受け継がれる要素が多い一方, 小型器台 Dの出現等次の時期
につながる要素が頭在する点にこの時期の特徴がある。 この時期に出現
する小型器台は受都高に比ぺて脚都高が大きい傾向がある。 二重ロ縁の
'重Cの大型, 及び中型が確認される。 I-2期の童Cは ロ緑部と体部の境
に刻みのある隆帯が巡る例があることや, 体部が肩の張る倒卵形である
ことに特徴がある。認では有段ロ縁のB1,B2が残る一方,能登形認が多
数を占める。中でもロ縁部が短く外反する認 J に頭部のしまりが強く, や
や長いロ縁が外反する理Kがくわわり,次代に引き継がれる。I-2期の認
Kの特徴は石川県徳前 C 遺跡第2次74̃76 ライン構状遺構出土資料と
良く 一致し, 系譜と時期を考える手がかりとなる。坂井, 川村編年II -2
期, 小田木編年様相2, ・接編年6群に相当しよう。
II -1 期
この時期も墳基の資科が多く ,土器群全体の構成は不明な点が多い。高
杯B2,重C,D,G,認C,D,K,L2,M,N,0,Qが知られている。器台,小
型算:等が今後補充されょ う。 高杯B2 は「八」字状に開く脚部に特徴があ
る。塩釜式の範略で捉えられ, 丹羽編年I段階(丹羽1985), 田中編年 II
段階(田中1987)に相当するとの指摘(田中1993)がある。二重ロ縁重
C はロ縁部の外反が強まり,体部がやや偏平になる傾向がある。;項墓に供
献されるものは焼成前の穿孔が一般的である。 理に は I-2期からひきっ
く-認 K に頭部のしまりの弱い整Nがくわわる。認 J は確認できていな
い。長隔の價向を示す認Qの存在もこの時期の特徴である。 また, 東 海
系の S字ロ縁台付認もまれに見られる。 一部を除いて I期を通じて見ら
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第 8 図  会津盆地土器組年図1 ( I 期一 II -l 期 )
東北南部における古:ll1出現期の土器E年
第 9 国  会津a地土器a年国2 ( I 期̃ I I-l 期 )
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I-1 期
宮 東 通 跡
中 西 通 跡
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第8. 9図図示資料出土通跡. 遭構
1号土l;i. 38
4号土坑 4,9 ,39. 43,46,47. 48. 6 l. 64
2号土坑 5. 60
5号土坑 2 l. 24,62. 63. 77
I-2 期
中 西 通 跡  2号住居跡
4号住居跡
6号住居跡
7号住居跡
文助橋通跡
男 理 通 跡  2号周満基
3号周満基
Ii-l 期
中 西 遺 跡
男理通跡
宮 東 遭 跡
5号住居跡
l号周満基
l号周満基
1. l l. l 3. 15,17. 18. 32,34,36,44,50. 55. 66,
75
6. l 9. 20,22,23,25. 4 l. 42, 4 5. 49. 5 l. 53. 65.
72
l0. 40
7. 8. 35. 52. 54. 56. 67
2. 3 , l 4. l 6. 68. 69. 78
29
31
59. 70,7l. 73. 74. 79
58
l 2.57.76
れた北陸の弥生時代的な要素が払拭される点にこの時期の特徴がある。
坂井,川村編年II-3期,小田木編年様相3,漆編年7群に相当すると考え
るo
3. 小 結
会津盆地では I- l期に在地の土器群とは明確に原理を異にする土器群
が出現する。 この新たな土器群の中には一部に東海系といわれるものも
含まれるが, 多くは北陸系と考えられるものである。 北陸の中でも南西
部の土器と近いものもあるが, それらも含めて北陸北東部の土器組成と
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大勢と して一致しているよ うである。 北陸北東部との違いや川村氏が検
討をすすめている土器組成の詳細な検討(川村l993)等は今後の課題と
なろうが, 大勢として会津盆地の土器群はI I-1期まで北陸北東部の土器
圏に属していることは確実といえよう。 II-2期以降ついては本稿では触
れられなかったが, 急速に北陸色は薄らぎ, 広い意味の東北南部の土器
様相圏に含まれていくと考えている。 このような状況は置賜盆地でも同
様である。
本稿では先に公表した東北南部の古項出現期の編年(辻1993)の内, 会
津盆地のI期から II -l期にかけての土器変通について記述するにとど
まってしまった。会津盆地以外のI期の様相,東北南部のII期以降の土器
群の変通については編年図(第l0̃13図), 集落, 1費墓の時期をまとめ
た 表 ( 第 1 表 ) を 提 示 す る に と ど め, 稿を改めて近い将来に説明をくわ
えたいo
お わ り に
本稿を作成するにあたり, 会津坂下町教育委員会古川利意氏, 吉田博
行氏,和田聡氏には資料の観察にあたり格別の御高配をいただいた。北
陸地方の土器の実見にあた り,  石川県埋蔵文化財保存協会田嶋明人氏を
は じ め, 石川県立埋蔵文化財センターの諸氏に多くの御配慮と御教示を
賜 つた。東海地方の土器の実見にあたり,  愛知県埋蔵文化財センタ 一赤
塚次郎氏には懇切な御教示をいただいた。 また, 編年案の作成にあたっ
ては宮城県の古墳時代研究グループ藤沢敦氏, 古川一明氏, 小村田達也
氏, 岩見和泰氏, 高橋栄一氏,吾妻俊典氏,荒井 格氏をはじめ,多く
のかたがたに議論に応じていただき, 多くの御教示を得た。 以上のかた
がたに文末ではあるが, 感謝の意を表したい。
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第 l 0 図  仙台平野周辺土器編年図l ( I l ̃ l I 開 )
79
的
東北南部における古:l費出現期の土器編年
第 l l 図  仙台平野周辺土器据年図2 ( l I ̃m期)
21
-13l -
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第12図 仙台平野周辺土器編年図3 ( I I ̃ l I I期)
東北南部における古項出現期の土器編年
第13図 仙台平野周辺土器編年図4(II - III期)
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第10-13図 図示資料出土通跡,遺構
Ii- l 期
大 橋 遺 跡  1号住居跡
戸 ノ 内遺跡
宮 前 過 跡
二本松遺跡
鶴の丸過跡
I I-2 期
野田山通跡
色麻古城群
伊古田通跡
安久東過跡
III-1 期
田道町通跡
宮 前 遺 跡
館の丸通跡
m-2 期
清 水 過 跡
違見塚古項
字 南 遺 跡
宮 前 遺 跡
2号住居跡
3号住居跡
I , I I層
4号住居跡
方形周酒基
53号住居跡
通物集中地点
1号方形周湖基
l0号住居跡
1l号住居跡
19号住居跡
22号住居跡
1l号住居跡
14号住居跡
方形周満基
3号住居跡
49号住居跡
7号住居跡
I群土器
I群土器
2号住居跡
22号住居跡
38号住居跡
21 ,24 , l 05. 108. 112,113, l24 . l25 . l38.
14l . l44 . 145. 149 . l54, l60,167
3 ,44 , 55. 56. 76. 77, 146. 150
89. 90. 91
19. 45. 54 . 62,63. 86. 168. 169. 177
1 , 2 , 20. 23. 53. 87. 170
126. 127,128,136
18,46 , 47,61
的
l14.173
49. 50. 59 . 79. 151. 161. 174
78. 155. 175
25. 57. 58. 122
l15
22,48. 65. 92. 93. 97. 98, 103,171
26. 94 . 104,l09
27.129
34
4
35
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38. 5 l ,52. 123. l72
147. 156
29. 40. 95. 116. 139. 162
60. 66. 67, 80. 8 l , 9 9. l35. 152
5. 142
28. 39. 157
163. l78
m-3 期
野田山過跡 2号住居跡 41
4号住居跡 6 . 7
田道町通跡
鶴の丸通跡
山 前 通 跡
今熊野通跡
III-4 期
留 沼 通 跡
西野田通跡
東北南部における古城出現期の土器編年
第 l 0 ̃ 1 3 図  図示資料出土過跡, 通 構 ( つ づ き )
9号住居跡
1号土坑
2号土坑
5号土坑
l7号土坑
5号住居跡
6号住居跡
大満
l号方断周満基
l号住居跡
堅穴状遺跡
第3地点
第4地点
4層上面
4号住居跡
5号住居跡
30 73. l53. 164 . l65. l76, l 7 9
l58
8
l17
l37
52 68 , 1l9
9 3 6 , 71, l 0 l
l0. 11, 3 l , 37. 72 . 82, l 0 0 , 1 l 0, l11
l06 _ l30
70 . 75, 83. l l 8, l13 , 140
l07. l43, l48, l66
l 6  l 7 , 33. 74 , l 20 , l 2 l
l 5  69
43. 85. 159, l80
l 2  l 3. l4
32.96.l02 . 134
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第 l 表  時期区分と集落, 周満基, 古 ;l資の時期1
仙台平野 浜通り北部 浜通り南部
, 1
2
本 屋 數 1 , 2 , 3 住
桜井採集資料
(一部 )
随門寺3住
戸ノ内方形周満墓
戸 ノ 内 4 住
大橋1. 2. 3 住
二本松通物集中地点
桜井採集資料
(一部 )
1
II
野田山10 , 1 l . 19住
伊 古 田 1 4 , 色 麻 1 l 住
安久東方形周識墓
2
館 ノ 丸 7 住
田道町3住
本屋1数 1号項 夕日長者67住
朝日長者102住
(一部)
l
糖水I群,  宮前38住
違見塚I群
山 中 ( 古 )
館川六丁目
内 宿 2 住
確門寺6. 8 住
朝日長者9. 99住
2
m 困 ノ 丸 5 , 6 住
野田山2住, 山前大満
田道町9住
今熊野1号方形周l組基
山 中 ( 新 )
本屋1数 2号;l費
3
確門寺7住
留沼1住, 4層上面
西野田5, l 0 住
留沼堅穴状通満
随門寺9住
朝日長者96住
4
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第2表 時期区分と集落, 周満基, 古城の時期2
中通り 会津盆地 置賜盆地
,
l
2
中西2, 5号土坑
宮東1. 4号土坑
相 荷 塚 l 住
比丘尼平A, B土坑
中島 中西2,4 , 6. 7 住
古坂下,文助橋
宮東4号周満基
男理2,3号周秘基
相荷塚l,2周満基
II
1
松並平34住 中西5
男:理 l ・号周満基
宮東l号周満基
若松城三の丸l住
蒲生田山 3. 4号項
天神森古城
2 仲 ノ 平 5 住 和泉8住
l
III
2
組渡台畑2. 5住
l号土坑
和泉5住
堂ヶ作山古;城
3
山中日照田
C-2 l 住 極渡台畑6住 和泉6住
山中日照田
A- l , A-22
A-26,A-33
道南6 住
十九理a 号城
4
- l37-
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註 2
誌 3
註 4
-138
東北南部における古項出現期の土器編年
註
一般に土器群の分類において, 機 能 に 対 応 す る と 考 え ら れ る ま と ま り に
「器種」という概念が用いられる。機能を同じくする土器群の中にもさら
に 形 態 等 を 同 じ く す る ま と ま り が 存 在 し て い る。近年の土器の研究の主
な研究の対象はこの段階のまとまりである。 この段階のまとまりを示す
用語は一定していない。細別器種などという用語もあるが,器種が機能に
対応するという理解からすれば, 機能との関連の不明確な細別器種とい
う用語にも疑間が残る。 本稿では筆者がかって須恵器の微細分類 (辻
1989 )で用いた「器形」という語を器種の下のレベルのまとまりをしめる
も の と し て 用 い る こ と に す る 。
最近中村五郎氏によ り会津盆地における弥生土器から土師器への移行の
過程を対象にした詳細な編年案(中村1993)が提示はされた。中村氏は,
この中で会津盆地の土器に新たに北陸の様相が加わる時期を漢編,年の4
群の時期に求めて, この時期以降を土師器と認定している。中村氏の提示
する編年案の基礎資料の多くは少量であり, 秘あるいは土坑出土の資料
であるため, 資料の一括性に十分な保証があるか否か今後検討が必要か
と思われる。従つて現段階でその評価は差し控えたい。ただ,屋要ll.遺跡11
号土坑(会津若松市教育委員会調査)出土の器台形土器が1室l 4群併行期と
の理解には賛成である。 しかし, この段階の資料は現状では多くはなく,
報者がI-1期とする次の時期からは面的な広がりをもって知たな様相を
も っ土器群が出土しており, この時期から次の時代につながる動向が始
まると考えるため,編年の対象を漆5群併行期からとした。会津盆地,置
賜盆地における新たな動向の始ま りの時期については今後も継続的な検
討が必要と考えている。
こ こで小型鋒と表現する器組は従来の東北地方の塩釜式研究の中では杯
と表記されてきたものである。 古代の文献に見える「杯」 は筆者のいう南
小泉式後半以降に多量に出現し,古項時代後期から奈良,平安時代に系諾
として連なる銘々の食器として使われる一群 の 器 種 を さ し て お り , 古 ; 頭
時代前期の小型の土器群とは違う系講のものと理解している。従つて, こ
こで小型算と呼ぶ一群に杯という名称を与えることは不適当と考える。
次山氏の呼称(次山1992 )に従う。
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